
気持ちよい秋晴れの10月18日(土)、世界チャ

リティーバザーを開催しました。今年もご来

場、ご協力賜り心から感謝申し上げます。

当日は、ケニアで障がい児のための医療・福祉

サービスを実践している『シロアムの園』の公

文和子医師(代表)が、ZOOMを通してお話して

くださいました。様々な制度が整っていないケ

ニアでは、障がい児・者に対する知識も理解も

これからです。シロアムの園は地域や行政との

連携を大切にし、普及啓発に取り組んでいま

す。経済的には厳しい運営が続いているようで

すが、日本の私たちにできることは祈りと継続

です。今後ともよろしくご協力ください。

今年のバザーの募金額の合計は401,522円とな

りました。これを『シロアムの園』と『国境な

き医師団』に、200,761円ずつ送金させていた

だきました。感謝を込めてご報告申し上げま

す。

さかわ通信
　2025年11月23日発行　Vol.222 https://sakawa-church.nskk.gr.jp/

酒匂キリスト教会　集会案内

HIGH LIGHT

世界チャリティー
バザー報告

〇礼拝　日曜日　　　　　   11時～12時10分

〇JoyJoy礼拝(日曜学校)　　10時～10時40分

〇ふれあいカフェ 第二火曜  11時半～14時

〇歌声チャペル　 第四火曜  14時～15時半

〇ぶどうの木(祈祷会)木曜    10時～11時40分

〇聖書講座　お問合せください

クリスマスの予定
12月9日(火)11時半～14時

ふれあいカフェ

12月21日(日)11時～12時10分
クリスマス礼拝　 どうぞお越し下さい

キャンドルサービス
12月24日(水)17時～18時半

どうぞお越し下さい

クリスマスランチ　500円

その
他の
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  でも自分一人で何とかしようとするのは自分の限界を知ら
ない独りよがりです。この記事には「お手本」があります。
仲間の人々は何人かで中風の人を運びます。協力者を募って
少しずつ担ぐ時、爽やかな「愛」が中風の人を取り囲みまし
た。
　するとイエスさまは連れてきた人たちの信仰を御覧になり
ました。 仲間達は「イエスさまは神の子かもしれないから。」
という一心で運んできました。「もう放っておいてくれ!」と
叫ばれたかも知れません。でも彼らは犠牲を払いつつ、自ら
を捧げるようにしてやってきました。そんな姿にイエスさま
も感動します。そしてイエスさまは、「子よ。しっかりしなさ
い。あなたの罪はゆるされました。」と言われました。「病気
は癒されよ。」ではなく「あなたの罪はゆるされました。」
と。　　　　
　「罪」という聖書用語について触れておきましょう。 聖書
で「罪」とは、神さまから離れたまま、自分の力で生きてい
ると思っている私たちの状態を指します。言わば神の愛に背
を向けたままの姿です。普段私たちも「自分の力で生きてい
る。」と思っています。元気なうちはいいけれど、病気になっ
たり自分の弱さや無力さに直面すると、途端に自分では立っ
ていられなくなってしまいます。神なしで、自分の力で生き
ていられるのは元気が守られているうちだけです。これに対
してイエスさまは、「子よ。安心しなさい=気持ちをしっかり
持ちなさい。」と語りかけてくださいます。「あなたの罪は赦
された」は、「わたしはあなたを受け入れている。断絶は癒
され、関係は回復している。あなたは裁きに遭わない。わた
しの愛の中で生きなさい。」と呼びかけられているのです。
　中風のように障がいを負うことは、神に対する罪の罰くら
いに考えられていた時代です。ですから、イエスさま(神さ
ま)からのこの宣言は、魂に慰めといのちを注ぎ込んだに違い
ありません。
　仮に私がいのちに関わる病とか、歩けないほどの障がいを
負ったとして、それが癒されることが究極の願いではないよ
うに思います。勿論、その苦しみが癒されることは切なる願
いです。でも一つの病が癒されても別の病に罹るかもしれま
せん。そうすると私たちにとって根源的に大切なことは、病
や障がいの癒しより、「それでも神に愛されている。受け入れ
られている。あなたは裁かれることはない」という、死後も
含めた霊的存在の保証のことばです。
　イエスさまが言われた「起きて歩きなさい」の「起きて」
は「復活して」という意味のことばです。これは肉体的より
霊的な意味合いが強いと思われます。私たちも、無力さや孤
独の中に気持ちが沈み歩けなくなってしまうこと。生まれて
こなければ良かったと思ってしまう時があるかも知れませ
ん。そんな私たちにイエスさまは「子よ!」と呼びかけてくだ
さいます。「しっかりしなさい。」といのちの息を吹き込んで
くださいます。「あなたは裁かれることはない」と受け入
れ、愛で囲んでくださいます。間もなくクリスマスです。こ
のイエスさまのもとに私たちも運ばれていきましょう。

受け入れられている

2025.11.26関東学院大学チャペルメッセージより抜粋
牧師　勝俣慶信

マタイの福音書9章1～8節(新改訳2017)
1 イエスは舟に乗って湖を渡り、自分の町に帰られた。
2 すると、人々が中風の人を床に寝かせたままで、みも
とに運んで来た。イエスは彼らの信仰を見て、中風の人
に「子よ。しっかりしなさい。あなたの罪は赦された。」
と言われた。
3 すると、律法学者たちは、心の中で、「この人は神を
けがしている」と言った。
4 イエスは彼らの心の思いを知って言われた。「なぜ、
心の中で悪いことを考えているのか。
5 『あなたの罪は赦された』と言うのと、『起きて歩け』
と言うのと、どちらがやさしいか。
6 人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あ
なたがたに知らせるために。」こう言って、それから中
風の人に、「起きなさい。寝床をたたんで、家に帰りな
さい」と言われた。
7 すると、彼は起きて家に帰った。
8 群集はそれを見て恐ろしくなり、こんな権威を人にお
与えになった神をあがめた。

　私事で恐縮ですが、先日、次男が札幌で結婚式を挙げ
ました。二人とも同じ教会に通っており、教会の方々が
祈りつつ準備をしてくださいました。ところが当日は交
通にも影響が出るほどの大雨でした。司式をしてくださ
った牧師は次のように話しました。「二人の行いが悪か
ったためでも、皆の祈りが足りなかったわけでもありま
せん。ただ、雨が自然に降っているだけです（笑）」
　人生には嬉しいことが起こることもあれば、悲しいこ
とが起こることもあります。でもその一つひとつに、祈
りが足りなかったからとか、何がどうだったからなど、
自分に原因があるかのように考える必要は全くありませ
ん。自然の中でその一部として生かされている私たちで
すから、私たちの考えや行いに関係なく、災害に見舞わ
れることすら起こります。「何が起こっても不思議では
ない」と心に受け留めておくことは大事です。そうする
と、平凡な今日一日が「守られた日だ」と感謝になりま
す。また一緒にいてくれる人の存在がとても大切に思え
てきます。

 この聖書記事には今でいう脳溢血でしょうか、体が麻

痺して歩けなくなった人が出てきます。きっとユダヤ人

ですから子どもの頃から神さまについて聞いて育ち、礼

拝生活を送ってきたに違いありません。でも今は、「神

が本当にいるなら何でこんな目に遭うんだ」と思ったか

もしれません。でも続きを読むと、この人のことを心か

ら愛し心配する仲間がいました。この人たちは、中風の

人を寝かせたままイエスさまのもとに運びました。

　「愛」というのは優しくしたり、プレゼントをあげた

りすることとは違います。「愛する」というのは一緒に

痛みや重荷を担おうとすることと言えるのではないでし

ょうか。中風の人に成り代わって痛むことはできませ

ん。でも何とかせずにいられない。それが愛です。


